
平成２９年８月
菊桜クラブ会員各位

菊桜クラブ
会長 池田 弘

副会長 山本俊樹

平成２９年度現役との交流会及び菊桜クラブ総会のお知らせ

拝啓 会員の皆様方にはお元気でお過ごしのことと存じます。
さて、本年も現役との交流会及び総会を下記の通り同時開催することといたします。
若手を始め皆様の奮ってのご参加をお待ちしております。

記

１．開催日：平成２９年1１月１９日（日） １４：００～１７：００

２．スケジュール： OBの皆様も１４：００にお集まりください！
現役との交流会 ：１４：０0～１５：００
OB総会・懇親会 ：１５：００～１７：００
今回の総会では、役員改選を予定しています。

３．場所 ： 小山台会館地下会議室 03-5721-6171

総会･懇親会会費：
新旧顧問の先生方：ご招待
八中第 １回卒～21回卒 ：ご招待
高校第 １回卒～19回卒 ：4,000円（3,000円）
高校第20回卒～52回卒 ：6,000円（5,000円）
高校第53回卒～65回卒 ：3,000円（2,000円）
高校第66回卒～ ：ご招待 （ ）内女性会費

お手数ですが、出欠のご返事は９月末日（必着）までにお願いいたします。

返信用はがきは必ず返信お願いします！

住所の変更やメールアドレスの登録などは必ずご連絡ください。

パソコンメールアドレスの登録のお願い

試合の予定やOB会のご案内などはメールでも差し上げています。

もし、メールの届いていない方は、必ずパソコンのメールアドレスを登録してくださ
い。

特に、以前携帯のメールアドレスを登録していただいている方で、アドレス変更をされた方
は必ず再登録してください。
試合の予定、結果などをタイムリーにお届けします。
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菊桜会運営ご協力のお願い

昨年も同様のお願いをいたしましたが、現役への支援のため会費の納入を再度お願いいたします。

菊桜会の会員数は７００名ですが、現在住所のわかっている方は約５００名になります。

しかし、毎年会費を納入していただいているのは約７５名の方だけです。

これまでの納入実績は以下の通りです。

昨年は、泉先輩（高２４回）から１０万円のご寄付をいただき３６万円となりましたが、これを除くと例年通

りの金額となっています。

また、例年納入いただいている方は高３０回代以前の方々がほとんどです。

３０歳４０歳のOBOGの方々はお仕事で大変忙しいとは思いますが、どうか母校の後輩のために少しだ

けお時間とお手間をいただけないでしょうか。

金額も１０００円でも結構です。できる限り多くのＯＢＯＧが支える体制ができれば現役選手の励みにもな

ります。（目標は５０％の納付率です）

毎年合宿の補助程度しか支援ができないのですが、練習用器具などの購入にも今後支援をして、現役

の練習環境整備の一助にしたいと考えています。

何卒ご協力のほどお願い申し上げます。

山本 俊樹

会費納入を忘れずに！

同封の郵便振込用紙或いは下記銀行口座までお振込みください。

会 費 ： 社会人 ３，０００円 学生 １，０００円

みずほ銀行 池袋支店

普通：１３４１０５１

名義：菊桜クラブ

年度 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

会費 161,000 241,000 210,420 214,000 242,000 327,000 246,000 226,000 360,000

人数 81 76 73 73 65 67 79 74 79



菊桜クラブ会報

ご 挨 拶

陸上競技班顧問 佐藤 泰考

陸上班の主顧問をさせていただいております、数学科の佐藤泰考です。私自身、中学から大学の

１年生まで陸上部で中長距離、短距離を経験し、その経験を活かし、もう一度、関東大会·全国大会

に出場することを目標として班活に取り組んでいます。崩れた体制をもう一度立て直し、陸上に対し

ての取り組み方からしっかりと見つめ、勉強との両立のできる選手育成に努めます。余計なプライド

やあきらめる心に打ち勝ち、「自分に負けない。どんな状況においても、自分自身のベストを尽くす」

を合言葉に、班員一丸となり頑張っていきます。よろしくお願いいたします。

2017年夏

班長になって

入江 太郎

この度、班長を務めさせて頂く事になりまし
た71期の入江太郎です。よろしくお願いしま
す。
今年度の新入班員は男子選手8人、女子選
手6人、マネージャー2人と沢山の班員が増え
たことで、より明るい雰囲気の班活となり、毎
日楽しく班活を行っています。
先生方に短距離、中長距離それぞれを丁寧
に見ていただき、1人1人の記録が次第に伸
びてきています。
より班活全体として成長していくために、班員
全員で競い合い、励まし合って練習に取り組
んでいきます。
そして、先輩方が築いてきた陸上班をより一
層よいものにして、後輩に伝えていきたいで
す。
今後様々な場面でお力をお借りすることと思
いますがどうぞご協力よろしくお願い致します。

新 入 部 員 紹 介

◎短距離ブロック
小川瑠衣子 竹尾昂起 山本康太 三浦和馬 西田
文哉 滝裕太 森崎友香 竹井ののか
大海優希 田中美有(マネージャー)

◎中長ブロック
網野雄大 齊藤将志 青山元基 金野朱莉 徳山碧
(マネージャー) 平野珠涼

卒 業 生 進 路 先

大原朋珠 津田塾大学 表そら 信州大学

笠松乃惟 明治大学 佐々木汐里 國學院大学

平林玲於那 東京学芸大学 岩永祥映 浪人

前田崇人 横浜国立大学 上田祐二 国際教養大学

大村涼太 多摩美術大学 纐纈峻輔 星薬科大学

望月さお美 埼玉大学 山本皓也 信州大学

間瀬有咲 立教大学

夏季競技会 8/18(金) 大井
新人支部予選会 9/2(土)3(日) 大井

都高校新人 9/18（月・祝）23（土・祝）24日

9/18（ハンマー投のみ）
駒沢
大井

都高校駅伝 11/3（金・祝） 荒川
秋季競技会 11/4（土）5(日)

11/12(日)
大井

新春駅伝 1/14(日) 大井

今後の大会予定



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 2016年 主 な 記 録 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

7/16・17       都選抜・一年生大会
800m
村松祐華(2) 2'23"65       15位

8/17         夏季競技会
男子100m：近藤海士(2) 11″58    4位

9/3・4           新人陸上競技対抗選手権大会 支部予選
男手100m：近藤海士(2) 11″01      5位
男子200m：近藤海士(2) 22″72      8位
女子800m：村松祐華(2) 2′22″69   3位

9/22・24・25          東京都新人選手権大会
男子100m：近藤海士(2) 10″95     12位
男子200m：近藤海士(2) 22"75     26位
女子800m：村松祐華(2) 2′21″89  14位

11/5・6・12         秋季競技会
男子100m：近藤海士(2) 11″14      2位

4月2日(日)・3(月)春季競技会
男子100m：近藤海士 11.26 (7位)
女子800m：村松佑華 2.26.10 (7位)

4月22日(土)・23(日)都総体支部予選
男子100m：近藤海士 11.11 (8位)
女子800m：村松佑華 2.24.69(7位)

5月6日(日) 日大競技会
男子100m：近藤海士 10.85 （小山台記録) 

5月13日(土)・14(日)・20(土)・21(日)
都総体
男子100m：近藤海士 11.21 (35位)
女子800m：村松佑華 2.22.88 (18位)

6月24日(土)・25(日)学年別大会
男子2・3年100m 近藤海士 11.31 (8位)
男子共通三段跳 三浦和真 12m78(6位)

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 2017年 主 な 記 録 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



陸上班若手ＯＢＯＧで構成する小山台ＡＣの活動

東日本大震災復興支援皇居大会で優勝した時のコメントが読売新聞に掲載されました。

65期坂谷内さんにコメントをもらいました。

65期の坂谷内です。

小山台ACとは、小山台高校陸上班の卒業生が集まったクラブチームです。主に大学生が中心で、陸

上を楽しみながらも、大会前集まれる日に練習をしています。シーズンによりけりですが、昨シーズン

は大会や駅伝に6～7つ出場しております。

皇居大会は、今年1月、2月、3月と三回あり、私達は2月と３月の大会に出場しました。その結果、２月

の大会で優勝し、３月の大会でも連覇を果たしました。

２月の大会では、出場チームが少なかったのと、ACの中で精鋭メンバーが出場できたおかげもあり1走

から4走まで1位のまま快勝でした。しかし３月の大会では、一人メンバーの入れ替わりがあったのと、

出場チームが約3倍ほど増え、かなりの接戦でした。1走から順にACの順位を伝えると、6位、3位、2位、

1位でした。後半に速い選手を置き、見事後半追い上げる作戦が的中しました。

この大会は、復興支援の大会でもあり、ちょうど震災の日であったため、読売新聞社の記者から、今日

の大会の出場理由やどんな組織であるのか取材を受けました。

私は当時、現役で班活をしていた代であり、総体予選前にも関わらず競技場が使えなかったり、学校

で練習できなかったりと、今でも鮮明に覚えています。しかし、この震災に対して自分たちができること

は少なく、震災を忘れないものにしていくこの大会はとても良い大会であること、そして楽しく陸上を続

けながらも支援し協力できることを嬉しく思う旨の話をし、これからも忘れずにいきたいと答えました。


